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一般企業退職後、海外での災害援助を専門的に行ってい
るＮＰＯ法人ワールド・ビジョン・ジャパンに入団。２
００４年スマトラ沖地震大津波災害支援の為、インドに
２年間駐在。

後、ＷＶ国際職員として災害援助の専門家としてアフリ
カ・コンゴ民主共和国、バングラディシュ、スリランカ
等で紛争・自然災害の支援事業に携わる。

現在、ＷＶＪの東日本復興支援部にて事業調査、形成、
モニタリング＆評価を担当している。

目的
支援団体による、災害緊急復興支援

に関わる質の最低基準や説明責任に
関心を持っていただき、理解を深め
て頂く。

国際基準という視点により、支援が
より被災者に寄り沿うものになるよ
うなアイデアやヒントを一つ取得す
る。

予定

①午前
災害・復興支援に関わる説明責任（アカ
ウンタビリティ）と品質管理（クオリ
ティ）に関する国際基準
②午後
災害支援に関する最低基準（スタンダー
ド）に関する国際基準について

参加者 自己紹介

１）お名前
２）所属団体
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グループ・ディスカッション

被災計画において、被災者のニーズを
満たす課程で最も難しかった点はなん
ですか？

グループで課題を共有し、
一つ課題を選択して発表してください。

支援団体が直面する問題に

どう国際基準は関連するのか

Microsoft Word 
文書

支援される側が支援する側に求める
二つのキーワード

事業の質
Quality 

＆
支援事業の説明責任

Accountability 

「質」と「説明責任とは？」 ケース
スタディ 1.この写真の中で、バスの

利用者に対して影響力を
もっている関係者をすべて
あげて下さい。

2.写真の中で、関係者の行
動が原因となりその組織と
スタッフに影響を与えそう
な結果はなんですか？

３． その状況を改善する

為にどのような方策がとら
れそうですか？

支援団体の説明責任とは
影響を受ける人々

…………を最大限考慮し、

…………に対して説明責任を果たし

…………により説明責任を負う。

責任をもった権力の行使

HAP 人道支援の説明責任（アカウンタビリティ）と品質
管理（クオリティ）に関するＨＡＰ基準2010年

「説明責任とは、 権力が責任を持って行使さ
れるようにする手段である。」（ＨＡＰ）

説明責任とは被災者が支援に対して「発言
する権利」をもっている事、及び支援団体
が「回答する義務」をもっている事を指し
ている。

説明責任のある組織は支援する物資やサー
ビスの「質」を管理し、支援をする被災者、
被災団体や組織等、支援を受ける人々の益
となるように、支援の内容（物＆サービ
ス）を絶えず改善するように努める。
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質とは
「目的にかなった支援」

物資、サービス等

HAP 人道支援の説明責任（アカウンタビ
リティ）と品質管理（クオリティ）に関す
るＨＡＰ基準2010年
ＨＡＰは2003年に創設され、被災者に対して
説明責任を果たせるような人道支援に取り組
む責任を負う団体の加盟組織。

目的：
説明責任の更なる推進
能力開発を通じ、加盟団体を支援
説明責任の原則設定
検定により、加盟団体のコンプライア
ンスをモニタリング・認定
加盟団体に対するクレーム処理

ＨＡＰは会員制組織

会員の一部

http://hapinternational.org/members.aspx

数か国語（英語、アラビア語、ス
ペイン語等に翻訳され、世界中の
被災地で使用されている。

詳細な協議を重ねた上での開発

初版の「ＨＡＰ基準
2007」は25か国の5000
名を超える人、96団体
との協議を通じて開発。

スリランカ、セネガル、
ソマリアでは実験的試

行を実施。

2010年版は世界59
か国の1900名を超
える人が関与した。

ＨＡＰ基準一覧

1.公約・責務の設定と遂行

2.支援職員の責任と能力

3. 情報の共有

4. 被災者自身の参画

5. クレーム対応

6. 教訓からの学びと継続した改善策

HAP 人道支援の説明責任（アカウンタビ
リティ）と品質管理（クオリティ）に関す
るＨＡＰ基準2010年
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度重なる協議の上で開発さ
れたツール

ＨＡＰ基準は
支援団体の支
援をより被災者
により添う支援
にする為に開
発されたツール
で負担にさせる
為ではない。

ＨＡＰ
（説明責任と品質管理）

基準

情報の共有

学校法人誠心学園

組織はその支援対
象者及び他のス
テークホルダーが、
組織とその活動に
関して適宜明確な
関連情報を入手出
来るように保証す
ること。

被災者の参画

アジアコミュニティセンター21 

支援団体はその支援
対象者（男性、女性、
男児、女児）の話を
良く聞き、その意見
や分析を事業の決定
に組み込むこと。

クレーム対応＆処理

支援団体はその支援
対象者とステークホ
ルダーから効果的で
簡単、かつ安全な方
法でクレームや回答
を受け取る事ができ
るようにする事。

支援職員の責任と能力

組織は、その
職員が組織の
責務を遂行す
る為に十分な
能力があるこ
とを確認する
こと。
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学習と継続的な改善

支援団体は経
験から学び、
その実施能力
を常に向上す
ること

責務の設定と遂行

組織は説明責
任を負う責務
ならびにそれ
を遂行する方
法を設定する
こと。

説明責任をシンプルに表すと！

ケーススタディ
支援団体の子ども広場事業

グループディスカッション

1)ＨＡＰ基準が反映されている点がどの
ような点か。

2)ＨＡＰ基準を用いるとどのように支援
内容を向上で出来るのか。

質疑応答
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Sphere 
Protection 
Chapter

2012/2/25

プロテクションに関連して、
人道援助のアクターはどのような責務を負うか？

権利保護の原則を実行する：

 人道憲章に明記されている権利の尊重と実現を保
証するための、人道援助機関の役割とは何か?

 人道援助機関は、支援対象となる人々のプロテク
ションにどのように貢献することができるか?

人道憲章の法的枠組み

国際人権法 国際人道法 国際難民法

3

人道憲章

自らの行動の結果
としてさらなる

危害につながる
ことを避ける

原則 1

公平な援助への
人々のアクセスを

確保する

原則 2

暴力や抑圧による
身体的・心理的な
被害から人々を

保護する

原則 3

権利主張を助け、
侵害からの救済と
回復へのアクセス

を確保する

原則 4

権利保護の原則

対象領域

どこでも、いかなるときにも適用する
(紛争時にも、平時にも)

プロテクション活動の様態

プロテクション
関連活動

予防：
身体的な脅威や
権利侵害への

事前対策と防止策

対応：
災害への対応と

発生している
暴力の阻止

救済:
救済の提供と

リハビリテーション

の実施
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権利保護の原則1

“DO NO HARM”

行動の結果として、人々をさらなる危害にさらすことを避ける

§安心かつ安全に援助を受けることができる

§脆弱性の高い人々のリスクを考慮する

§インフォームド・コンセントと機密の保持

権利保護の原則2

公平な援助

差別なく、ニーズに合わせて、公平な援助へのアクセスを
確保する

§人道援助へのアクセスという権利は普遍的なものであ
り、法的地位ではなくニーズに基づくものである

§脆弱性の高いグループのアクセスを容易にする

権利保護の原則3

暴力からの
身体的な保護

暴力と抑圧による身体的・心理的な危害から人々を保護
する

§被害をモニタリング・報告する

§被災集団自身の努力をサポートする

§子どもにとって安全な環境

§ジェンダーに基づく暴力の可能性を考慮する

権利保護の原則4

権利主張、救済へのアクセ
ス、回復の支援

被災集団は、救済を探し、自らの権利を主張するために、
情報・文書・手助けを通して物理的・心理的・社会的な災
害被害に関する支援を受ける。

§情報と協議

§法的システムを通じた支援

1. 住居・土地・財産の権利の再構築

2. 心理社会的サポートとヘルスケア

 このシナリオはどのような権利保
護の原則を提起するか？

 あなたはどのように行動するか？

ハンドブックを使ってみよう！ディスカッションの時間は

１５分。自分のグループの対応を紹介する発表者を選ん

でください。

ケース・スタディ

文書のソース例 人権に関する条
約

ジュネーブ条約 難民条約

核となる考え方 尊厳のある生活
を送る権利

プロテクションと安
全を享受する権
利

ノン・ルフールマン
の権利

誰が権利を持つ
のか?

全員 文民 難民と、広義では
国内避難民

誰が担うのか? 国家（法的には）、
しかし全員 (道徳
的に)

国家と戦闘中の
当事者

難民のいる国家

いつ適用されるの
か?

多くは常に適用、
いくつかは緊急事
態には不適用

武力紛争におい
てのみ

難民がいる場所
すべて

法的根拠
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ケース・スタディ（2月 25日ワークショップにて使用） 

 

ケース・スタディ１：あなたは人道援助機関で働いています。1週間の間に、小野寺ヨシノ

リというあなたが支援している人物に関する 3つの電話を受けました。 

１．あなたがパートナーとしている NGOが電話をかけてきて、こう言った。我々は小野

寺ヨシノリという男を支援している。あなたがたもその人を支援しているかどうか、

そして支援内容がどのようなものなのかを知りたい。 

２．あるジャーナリストが電話をかけてきて、こう言った。自分は東日本大震災のドキ

ュメンタリーを作っている。あなたが関わっている避難所に小野寺ヨシノリという

男がいることを知っている。彼へのインタビューをアレンジしたい。 

３．ある女性が電話をかけてきて。こう言った。自分は小野寺ヨシノリという名前の自

分の夫を探している。彼らは先日の災害の中で離ればなれになってしまったそうだ。 

これらはどのようなプロテクションに関する問題を提起しているか、HAP基準はこの状況

のプロテクションにどのように貢献するか、そしてあなたはそれぞれに対しどのように対

応するか。 

 

ケース・スタディ２：東日本大震災、それに続く津波と原発事故が東北を襲い、死亡、負

傷、大規模避難を引き起こした。あなたはある避難所で働くよう任じられ、食糧・食糧以

外の物資、その他支援を提供することになった。あなたが現地に到着したとき、施設にや

ってきたばかりの避難者が言うには、彼は一人の外国人が町の商店で略奪を行うところを

目撃したという。あなたは生き残った人たちのために街の中を見て歩くことになった。あ

なたは数マイル離れた崩れた建物の中に外国人グループを発見した。あなたは彼らになぜ

避難所に行かないのかと尋ねた。彼らは日本語を話さない。彼らが言うには、災害後どこ

に行けば良いのか、何をすれば良いのかわからなかったから、互いに助け合おうとしてき

た。さらに一人の外国人があなたを脇へ引っ張り話してくれたのは、彼は 3 年間日本に不

法滞在してきたため避難所に行くのが怖い、そして逮捕され、留置所に送られ、国外追放

されることを恐れている、ということだった。このシナリオから、プロテクションに関す

るどのような問題が提起されるか、そしてあなたはそれらにどのように対応するか。 

 

ケース・スタディ３：避難所で 1 か月が過ぎたころ、たくさんの女性が膀胱や尿道感染と

診断された。何人かの女性たちへのインタビューから、彼女たちはしばしば、特に夜間に、

快適にトイレに行くができないのだということが分かった。トイレを調査した結果、全て

の避難所のトイレが一か所に集中し、それは避難所から１００m ほどの距離に設置され、

電灯がないため懐中電灯を持っていかなければいけない状況にあることが分かった。また、

汚物入れもなかった。どのようなプロテクションに関する問題が当てはまるか、スフィア

と HAP基準はこの事態におけるプロテクションにどのように貢献することができるか、そ

してあなたは何を行うか。 
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ケース・スタディ４：あなたは避難所に入所する人々の登録を行っている。しばらくした

後、あなたは来訪者の中に長時間一人で座っている少女に気付いた。あなたはその子に近

づき、家族はどこにいるのかと尋ねた。彼女は分からないと言った。別件で、震災から一

か月ほど経った頃、３５歳の男性が避難所に偶然やってきて、酒を飲み、非常に攻撃的な

行動をとった。あなたはその男性を何度か避難所で見かけたことがあったが、彼はいつも

静かでたいてい一人でいた。このケースは、どのようなプロテクションの問題を提起して

いるか、そしてあなたはどのように行動するか。 



表
１
： 
東
日
本
震
災
対
応
支
援
機
関
が
抱
え
る
課
題
と
国
際
援
助
基
準
と
の
関
連
性

 

2
0
1
2
年

2
月

2
5
日

 
国
際
基
準
に
つ
い
て
学
ぶ

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
震
災
対
応
に
お
い
て
支
援
団
体
や
被
災
者
が

 
直
面
す
る
課
題
（
例
）

 

支
援

団
体
目
線
 

被
災

者
目

線
 

世
界

の
災

害
被

災
地

で
も

共
通

の
課
題
 

人
道
憲
章
と
災
害
援
助
に
関
す
る
最

低
基
準

 
（
ス
フ
ィ
ア
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
 

人
道
支
援
の
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
）
と
品
質
管
理
に

関
す
る
Ｈ
Ａ
Ｐ
基
準
 

情
報
（
事
業
調
査
、
形
成
、
ク
レ
ー
ム
対
応
、
調
整
）
 

 
ど
の
団
体
が
何
を
ど
こ
で
や
っ
て
い
る
の
か
分
ら
な
い
。
 

 
支
援
内
容
や
計
画
を
立
案
す
る
為
の
情
報
が
な
い
。
 

 
内
部
・
外
部
情
報
が
あ
り
す
ぎ
て
、
何
を
判
断
基
準
に
す
れ
ば
よ
い
の

か
分
ら
な
い
。
 

 
原
発
問
題
関
連
の
情
報
が
複
雑
す
ぎ
て
分
ら
な
い
。
 

 
支
援
計
画
の
全
体
像
が
分
ら
な
い
。
 

 
ど
こ
に
ク
レ
ー
ム
や
意
見
を
伝
え
れ
ば
よ
い
の
か
分
ら
な
い
。

 
 
何
度
も
同
じ
よ
う
な
質
問
を
様
々
な
団
体
や
機
関
に
聞
か
れ
て
疲
れ

る
。
 

 
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る
か
不
明
。
 

 
事
前
の
情
報
が
な
く
、
断
れ
な
い
。
断
っ
て
い
い
の
か
分
ら
な
い
。
 

 
女
性
や
子
供
特
有
の
ニ
ー
ズ
対
応
を
も
う
少
し
取
り
入
れ
た
か
っ
た
。

（
取
り
入
れ
て
欲
し
か
っ
た
。）

 
 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
存
在
す
ら
わ
か
ら
ず
、
信
頼
し
て
よ
い
の
か
ど
う
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
 

 ○
 

○
 

○
 

 ○
 

○
 

   ○
 

○
 

  ○
 

 ○
 

   ○
 

○
 

○
 

○
 

 ○
 

○
 

  ○
 

 ○
 

○
 

○
 

  ○
 

○
 

○
 

 ○
 

○
 

  ○
 

コ
ア
基
準
 

基
準
１
：
被
災
者
の
人
々
を
中
心
と

し
た
対
応
に
つ
い
て
 

基
準
２
：
調
整
機
能
と
協
力
に
つ
い

て
 

基
準
３
～
４
：
事
業
形
成
、
対
応
、

調
査
に
つ
い
て
 

基
準
５
：

 
成
果
、
状
況
の
透
明
性

や
教
訓
を
活
か
す
支
援
に
つ
い
て
 

基
準
６
：

 
支
援
職
員
の
適
正
や
管

理
に
関
し
て
 

1
.
 
責

務
の

設
定

と
遂

行
に

関
す
る
基
準
 

2
.
 
職
員
の
能
力
基
準
 

3
.
 
情

報
共

有
に

関
す

る
基

準
 

4
.
 
被

災
者

や
関

連
組

織
の

参
画
に
関
す
る
基
準
 

5
.
 
ク

レ
ー

ム
対

応
に

関
す

る
基
準
 

6
.
 
学

習
と

継
続

的
改

善
に

つ
い
て
の
基
準
 

人
材
確
保

/人
材
育
成

/ス
タ
ッ
フ
・
ケ
ア
 

 
優
主
な
人
材
の
確
保
。
支
援
計
画
を
実
施
す
る
の
に
あ
た
い
し
て
、
適

切
な
人
材
と
人
数
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い
。
 

 
被
災
直
後
ス
タ
ッ
フ
宿
や
食
事
を
用
意
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
。

 
 

 
長
時
間
勤
務
や
過
酷
な
勤
務
で
の
ス
タ
ッ
フ
の
疲
労
や
負
担
。

 
 
原
発
問
題
に
関
連
し
て
、
福
島
へ
ス
タ
ッ
フ
（
得
に
女
性
や
若
い
世

代
）
を
派
遣
し
て
良
い
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。
 

 
地
元
の
事
を
理
解
し
て
い
な
い
ス
タ
ッ
フ
。
 

 ○
 

 ○
 

○
 

 ○
 

○
 

       ○
 

 ○
 

 ○
 

○
 

 ○
 

○
 

コ
ア
基
準
 

基
準
６
：

 
支
援
職
員
の
適
正
や
管

理
に
関
し
て
 

1
.
 
職
員
の
能
力
基
準
 

 

支
援
に
関
す
る
ク
レ
ー
ム
や
意
見
に
関
す
る
対
応
 

 
民
間
ア
パ
ー
ト
等
の
み
な
し
仮
設
に
入
っ
て
い
る
人
か
ら
、
支
援
に
関

す
る
不
公
平
感
に
関
す
る
ク
レ
ー
ム
が
あ
り
対
応
に
困
っ
た
。
 

 ○
 

 ○
 

 ○
 

コ
ア
基
準
 

基
準
３
～
４
：
事
業
形
成
、
対
応
、

調
査
に
つ
い
て
 

基
準
２
：
調
整
機
能
と
協
力
に
つ
い

て
 

1
.
 
ク

レ
ー

ム
対

応
に

関
す

る
基
準
 

 

ド
ナ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
 

 
ド
ナ
ー
や
メ
デ
ィ
ア
の
取
材
に
よ
る
支
援
事
業
実
施
へ
の
影
響
（
ス
タ

ッ
フ
や
被
災
者
の
対
応
疲
れ
、
信
頼
関
係
へ
の
影
響
）
。
断
っ
て
い
い

の
か
、
ど
こ
ま
で
線
引
き
し
て
い
い
の
か
分
ら
な
い
。
 

 ○
 

 ○
 

 ○
 

コ
ア
基
準
 

基
準
１
：
被
災
者
の
人
々
を
中
心
と

し
た
対
応
に
つ
い
て
 

 

1
.
 
情

報
共

有
に

関
す

る
基

準
 

2
.
 
被

災
者

や
関

連
組

織
の

参
画
に
関
す
る
基
準
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